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新入社員配置/育成

新入社員をハイパフォーマーに育てる

科学的データは、人材に対する
ぶれない判断基準をもたらしました

導入背景

数年前から新卒採用をスタートし、企業文化とのフィットと人材の定着を意図して採用を行ってきたが、新卒

配属における職務適性の見極めが課題となっていました。そこで配属後すぐにパフォーマンスを発揮する社員

とそうでない社員の差を科学的に職務適性を明確に見極めることが可能となるPXTの導入を通して、新入

社員の適性配属を実現することにチャレンジしました。

ソリューション

効 果

◎自社のハイパフォーマーのデータ化

◎ぶれない採用基準の確立

◎新卒配属の最適化による採用競争力の向上

主要ポジションにおけるハイパフォーマーに対して、PXTに回答協力を得ることで現職者同時比較を行いまし

た。このプロセスにより、ハイパフォーマーの基準が「データ化・可視化」され、「共通言語化」に成功しています。

その結果、採用・配置・育成・評価など様々な人事領域において、ぶれない判断基準が確立されています。

特に新卒採用時における判断基準の精度が飛躍的に向上。経営会議において、人事部門より取り貯めた

アセスメントデータを元に経営者に対して採用戦略に提言しています。自社の軸が確立することで候補者と

のミスマッチを回避でき、採用競争力の源泉となっている。

「ジョブフィット採用」の実現で、パフォーマンスの高い
新卒採用〜配属プロセスを確立できました
自社の様々な職種におけるハイパフォーマーの分析が進んだことが経営層にとっても人事にとっ

ても大きなインパクトでした。自社におけるハイパフォーマーのコンピテンシーモデルの基準が

「データ化・可視化」されたことで、採用・配置・育成・評価など様々な人事領域において、ぶ

れない判断基準が確立されて、満足しています。

User’s Voice
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